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（スライド） 
 右が私の生家の、生まれたところの裏の近
くの田んぼです。日本の農家は、きれいに草
刈りをします。水田もきれいにします。秋に
なりますと、稲の高さは同じです。こんなに
はなりません。なぜかというと、土づくりを、
きちんとやるからです。ですから、私の村の
農家は、まず土を大事にします。いつも手は
ごつごつして、泥だらけです。 
（スライド） 
この田んぼを見ながら、日本の水田の稲は
全く平らです。これをずっと、こうやって見
ても平らです。 
（スライド） 
最近、中国でも堆肥をつくるようになって
きました。ここにおられる大島先生は、朝日
緑源というアサヒビールが山東省につくった。
合弁会社の乳牛の飼育やイチゴなどを栽培す
る企業がありました。残念ながら撤退したよ
うですが、そこの指導をなさっていました。
そこでは堆肥をつくっていました。私も現場
へ行ってましたが、立派な堆肥でした。 
（スライド） 
 先日、河南省へ行ってみたら、こんなもの
がありました。これは偽の堆肥です。堆肥で
はありません。偽の堆肥です。こちらは何も
ない畑、こちらは偽の堆肥。なぜ、偽なのか
というと、臭いのです。牛や豚の糞をそのま
ままいているのです。これでは、土が泣きま
す。細菌だらけ、雑菌だらけです。ですから、
農薬をたくさんまいてしまうのです、そこに
大きな問題があります。 
 ところが、このようなものが出てきました。
川崎広人さんという方で、ご存じの方もいら
っしゃるかもしれません。鹿児島で生まれて、
盛岡の生協で仕事をされて、定年で中国へ渡
った人です。64～65歳で中国へ行ってしまい
ました。 
（スライド） 
 彼は、このようにして堆肥をつくって売っ
ていますが、簡単には売れないのです。農家
は買わない。なぜかというと高いからです。
そのため、彼は今、苦労しています。 
（スライド） 
 堆肥というのはつくりますと、温度が 80℃
になります。臭いも消えます。なめて無害で
す。今、ここに温度計がありますが、だいた
い 70～80℃を指しています。指を当てていま
す。これが本当の堆肥です。このようなつく
り方がだんだん普及してきましたので、この
先、いい思いができるかもしれません。 
（スライド） 
 最後です。土壌がいかに大事か。だいたい
わかるかもしれませんが、左は、中国 S省の
ネギ畑です。右は日本の S県です。同じネギ
でも、土が違えば、こうも違うということが
わかりやすいと思って、この写真をつくりま
した。 
（スライド） 
 これは土壌がよくないです。土づくりをし
ていません。硬いです。右は農家が丹念に土
づくりをした畑です。こちらに枯れた穂先を
見てください。枯れたものは一つもないです。
左を見てください。ずっと枯れているでしょ
う？茶色になっているでしょう？土がよけれ
ば作物が喜び、土が悪ければ作物が泣く。こ
の差です。 
 
